
合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を

承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
下
記
の
と
お
り

で
す
。

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
五
日

広
島
市
南
区
比
治
山
本
町
一
五
番
二
〇
号

（
甲
）
株
式
会
社
フ
ジ
カ
ラ
ー
広
島
中
央

代
表
取
締
役

田
中

實

広
島
市
南
区
比
治
山
本
町
一
五
番
二
〇
号

（
乙
）
株
式
会
社
冨
士
商
会

代
表
取
締
役

深
瀬

清
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第 48 期 決 算 公 告
平成 24年 10月 25日 広島市南区比治山本町15番20号

株式会社フジカラー広島中央
代表取締役 田中 實

貸借対照表の要旨 (平成24年２月29日現在) (単位：千円)
科 目
流 動 資 産
固 定 資 産
繰 延 資 産

資 産 合 計

金 額
114,962

293,783

220

408,967

科 目
流 動 負 債
固 定 負 債
退職給与引当金
株 主 資 本
資 本 金
資 本 剰 余 金
資 本 準 備 金
その他資本剰余金
利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金
その他利益剰余金
(うち当期純損失)

自 己 株 式
負債・純資産合計

金 額
102,388

29,951

597

276,626

24,000

8,900

4,000

4,900

245,316

6,000

239,316

(5,019)
� 1,590

408,967

第 63 期 決 算 公 告

平成 24年 10月 25日 広島市南区比治山本町15番20号

株式会社冨士商会

代表取締役 深瀬 清

貸借対照表の要旨 (平成23年12月31日現在) (単位：千円)
科 目
流 動 資 産
固 定 資 産
有形固定資産
無形固定資産
投資その他の資産

資 産 合 計

金 額
3,709

62,920

19,829

282

42,807

66,629

科 目
流 動 負 債
固 定 負 債
株 主 資 本
資 本 金
利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金
その他利益剰余金
(うち当期純利益)

負債・純資産合計

金 額
44,648

15,920

6,060

10,000

� 3,939

450

� 4,389

(11,865)
66,629

平成™›年˜—月™œ日 木曜日 (号外第™š™号)官 報
解
散
公
告（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
五
日
開
催
の
総

会
の
決
議
に
よ
り
、
平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
一
日
を

も
っ
て
解
散
し
た
の
で
、当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
者
は
、

本
公
告
第
一
回
掲
載
（
平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
四
日
）

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
五
日

三
重
県
志
摩
市
磯
部
町
山
原
七
九
四
番
地

社
団
法
人
夏
草
報
徳
社

代
表
清
算
人

稲
田

正
直

解
散
公
告（
第
二
回
）

当
組
合
は
、
平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
六
日
開
催
の
臨

時
総
会
の
決
議
に
よ
り
平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
一
日
付

け
京
都
府
中
丹
広
域
振
興
局
長
の
認
可
に
よ
り
解
散
し
た

の
で
、
当
組
合
に
債
権
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回

掲
載
（
平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
三
日
）
の
翌
日
か
ら
二

箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出

が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
五
日

京
都
府
綾
部
市
七
百
石
町
大
釜
田
一
四
の
三
・
一

五
の
二
・
二
五
の
四
番
の
合
地

七
百
石
町
生
産
森
林
組
合

代
表
清
算
人

塩
見

繁
雄

解
散
公
告（
第
二
回
）

当
土
地
改
良
区
は
、
平
成
二
十
四
年
九
月
十
三
日
広
島

県
知
事
の
認
可
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
土
地
改
良
区

に
債
権
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
平
成
二

十
四
年
十
月
二
十
三
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は

清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
五
日

広
島
県
尾
道
市
瀬
戸
田
町
宮
原
六
五
九
番
地
一

清
算
法
人
豊
田
郡
瀬
戸
田
町
南
生
口
土
地
改
良
区

清
算
人
代
表

杉
原

正
也

解
散
公
告（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
平
成
二
十
四
年
十
月
十
三
日
開
催
の
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す

る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
平
成
二
十
四
年
十
月
二

十
三
日
）の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
五
日

山
形
県
西
置
賜
郡
飯
豊
町
大
字
岩
倉
二
一
三
番
地

社
団
法
人
岩
倉
報
徳
社

代
表
清
算
人

ˆ
橋

憲
策

解
散
公
告（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
一
日
開
催
の
社

員
総
会
の
決
議
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権

を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
平
成
二
十
四
年

十
月
二
十
三
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
五
日

山
形
県
鶴
岡
市
本
町
三
丁
目
二
番
五
号

特
定
非
営
利
活
動
法
人
庄
内
失
語
症
友
の
会

山
形
県
鶴
岡
市
双
葉
町
一
五
番
一
三
号

清
算
人

池
田

u
博

解
散
公
告（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
平
成
二
十
四
年
九
月
一
日
存
続
期
間
の
満

了
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
者

は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
三

日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右

期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま

す
。

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
五
日

奈
良
県
橿
原
市
大
久
保
町
三
〇
二
番
一

財
団
法
人
奈
良
県
市
町
村
職
員
厚
生
会

代
表
清
算
人

上
田

清

解
散
公
告（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
九
日
開
催
の
社
員
総

会
の
決
議
に
よ
り
平
成
二
十
四
年
九
月
三
十
日
に
解
散
し

た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
第
一

回
掲
載
（
平
成
二
十
四
年
十
月
十
九
日
）
の
翌
日
か
ら
二

箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出

が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
五
日

熊
本
県
熊
本
市
中
央
区
本
荘
二
丁
目
二
番
一
号

社
団
法
人
熊
本
大
学
医
師
会

代
表
清
算
人

宇
宿
功
市
郎

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
東
京
都
江
戸
川
区
平
井
三
丁
目
九
七
〇
番
地
、

最
後
の
住
所
栃
木
県
さ
く
ら
市
氏
家
三
二
六
一
番
地

三
三

被
相
続
人

亡

大
濱

章

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
五
日

栃
木
県
宇
都
宮
市
西
大
寛
一
丁
目
五
番
一
三
号

相
続
財
産
管
理
人

安
田

真
道

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
岩
手
県
盛
岡
市
北
山
二
丁
目
一
〇
五
番
地
、
最

後
の
住
所
岩
手
県
盛
岡
市
桜
台
一
丁
目
二
二
番
一
三

号

被
相
続
人

亡

ˆ
橋

明
雄

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
五
日

盛
岡
市
本
町
通
二
丁
目
一
番
三
六
号
浅
沼
ビ
ル
二

階

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

畠
山

将
樹

˜˜Ÿ
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